
 

令和７年度 学校評価の結果・分析について  
新居浜市立新居浜小学校 

１ アンケート調査の概要 

 ⑴ 実施時期 12月 

⑵ 調査方法 タブレット端末等を活用した googleフォーム（無記名） 

※ 今年度は、保護者アンケートの回収率が 74％に低下した。次年度、回収率が

増加するように、効果的な呼び掛けを行っていきたい。 

 

２ アンケートの結果と分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R7年度　児童アンケート学校全体集計

1 学校は楽しいですか。

2 友達を大切にしなかよくしていますか。

3 漢字や計算の力がついてきていますか。

4 家でも決まった時間進んで勉強していますか。

5 「はやね、はやおき、あさごはん」ができていますか。

6 自分から進んで気持ちの良いあいさつをしていますか。

7 授業の内容がよく分かりますか。

8 よい姿勢に気をつけて学習に取り組んでいますか。

9 進んで発表するなど、授業を頑張っていますか。

10 タブレットは学校のルールを守って使えていますか。

11 授業ではタブレットを積極的に使っていますか。

12 そうじはだまって時間いっぱいまでできていますか。

13 家で、おてつだいを進んでしていますか。

14 家に帰ってから、進んで読書に取り組んでいますか。

15 　おうちの人と学校のことをよく話していますか。

16 　地域の行事に積極的に参加していますか。

よくできている・・・Ａ　　できている・・・Ｂ　　あまりできていない・・・Ｃ　　できていない・・・Ｄ
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＜児童アンケートについて＞ 

○ 全体的に「よくできている」「できている」と感じている児童が多い。 

○ 特に、「学校は楽しい」「友達と仲よく」「授業の内容がよく分かる」の質問では、90％

以上の児童が「よくできている」「できている」と感じている。一方で、「学校は楽しくな

い」と感じている児童もいることから、児童一人一人への関わり、その思いをくみ取りな

Ｒ7年度　保護者アンケート学校全体集計

1 子どもは楽しそうに学校に通っている。

2 子どもは友達を大切にし、仲よく生活している。

3 子どもは学校で学習したことが身についている。

4
子どもは、家庭学習がよくできている。
(1.2年30分　3.4年45分　5.6年60分)

5 子どもは基本的な生活習慣が身についている。

6 子どもはあいさつや返事がよくできる。

7 子どもは正しい言葉遣いができている。

8 学校は、分かりやすく楽しい学習指導に努めている。

9
学校は、積極的にタブレットなどのICT機器を授業で活用して
いる。

10 学校は、子ども･保護者の悩みや相談に適切に対応している。

11
学校は、人権感覚が育まれる教育を行い、いじめのない学校
づくりに取り組んでいる。

12
学校は、学校便りや学年便り、ホームページなどで教育の様
子を分かりやすく伝えている。

13 学校行事（参観日･運動会など）が適切に実施されている。

14
学校と家庭と地域が一体となって、子どもたちの教育を行って
いる。

15 学校は、施設設備などの学習環境が整えられている。

16 家庭で子どもと学校のことについて話し合っている。

17 PTA活動や学校行事に積極的に参加している。

18 子どもは家でよくお手伝いをしている。

19
ゲームやテレビ、スマートフォンの時間は、家庭でルールを決め
て守れている。

A…とてもよく当てはまる　　Ｂ…当てはまる　　Ｃ…あまり当てはまらない　　Ｄ…当てはまらない　　Ｅ…分からない
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がら教育活動を進めていきたい。 

● ４人に１人の児童が、「家でも決まった時間進んで勉強している」「早寝、早起き、朝ご

飯ができている」「良い姿勢に気を付けて学習に取り組んでいる」「進んで発表するなど、

授業を頑張っている。」などの質問に「あまりできていない」「できていない」と感じてい

る。生活習慣の改善や家庭学習の仕方についての呼び掛け、授業改善に取り組んでいきた

い。 

● ４～５割の児童が、「読書に進んで取り組んでいる」や「家でお手伝いを進んで行う」

などの質問にあまりできていない」「できていない」と感じている。特に、自主学習等で

読書に親しむ時間が少なくなっていることも考えられる。読書の奨励を推進する活動をさ

らに進めていきたい。 

 

＜保護者アンケートについて＞ 

○ ほとんどの項目で 80％以上「よく当てはまる」「当てはまる」という回答から、本校の

教育にご理解、ご協力を頂いていることが分かる。また、保護者の方も児童の様子からも

「学校生活を楽しんでいる」「友達を大切にし、仲良く生活できている」と感じている。 

○ 「学校教育の様子を分かりやすく伝えている」「学校行事が適切に実施されている」「PTA

活動や学校行事に積極的に参加している」などの項目では、「よく当てはまる」「当てはま

る」という回答が多い。保護者の方の学校教育に対する関心が高く、協力的に参加してい

ただいていることが分かる。 

● 「ゲームやテレビ、スマートフォンの時間は、家庭でルールを決めている」「基本的な

生活習慣が身に付いている」「家でよくお手伝いをする」などの項目では、「あまり当ては

まらない」「当てはまらない」の回答が比較的多い。放課後の過ごし方、特にスマホやタ

ブレット、ＳＮＳなど使用のルールについて、家庭に啓発するとともに、学校においても

タブレットの使い方や情報モラル、生活習慣の在り方などについての再度、指導の徹底す

る必要がある。 

 

２ 学校運営協議会による今後の取組について 

○ 家庭においてのＩＣＴ機器の利用と生活習慣への影響について 

・ タブレットの活用が定着している半面、家庭でのスマートフォンやタブレット端末

等での使用時間が増え、生活習慣にも悪影響を及ぼすことが増えてきているのではな

いか。保護者向けの啓発などの取組があると良い。また、教員がタブレット等の使い

方やルール（新居浜市からのルール）の再確認をしておくとともに、児童への情報モ

ラルやリテラシーの学習や指導を継続して行っていく。 

○ あいさつ 

・ 北中学校区で、あいさつに関するアンケート結果から良い評価が見られる。児童生

徒がより良い学校生活を送ることができていると感じる。 

 


